微生物学試験　90分　全7枚　2007年7月20日実施

★教授が変わったので、出題傾向がかなり変わりました。一応出題した先生を出していますが、全て松下教授が出していると思われます。

（岡本）

5択問題で、14問出ました。これは岡本範囲ではなく、全体から出題されました。

１．細菌の発酵で正しいのはどれか？
　a.　酸、ガス、アルコールが産生される。
　b.　酵素が存在しなくてもできる。
　c.　ピルビン酸の分解からはじまる。
  d.　解糖系によって産生されたＮＡＤＨがリサイクルされる。
 
２．酸素呼吸の最終産物
  a.　水
　b.　グルコース
　c.　クエン酸
  d.　乳酸
  e.　ピルビン酸
 
３．喀痰のグラム染色標本をしめす。検出された菌は？
  a.　グラム陽性球菌
　b.　グラム陽性桿菌
　c.　グラム陰性球菌
  d.　グラム陰性桿菌
  e.　酵母様真菌
 
４．加熱により防げない食中毒の病原体は
  a.　腸管出血性大腸炎
　b.　カンピロバクター
　c.　サルモネラ菌
  d.　腸炎ピブリオ
  e.　黄色ブドウ球菌
 
５．陽性喀痰グラム染色標本
５－１．この細菌種は
  a.　S.pneumoniae
　b.　C.diphtheriae
　c.　Mycopiasma pneumoniae
  d.　P.aeruginous
  e.　Bacillus antheracis
 
５－２．菌体の周囲に見える構造物は何か
  a.　（？）
　b.　莢膜
　c.　バイオフィルム
  d.　石灰化
  e.　芽胞
 
５－３．この構造物の特性に関係ないものは
  a.　抗菌薬が透過しない
　b.　貪食されにくい
　c.　ムコイド型コロニー形成
  d.　消毒薬に感受性になる
  e.　Cuorumsensingが関与している。
 
６．黄色ブドウ球菌による食中毒について誤っているもの2つ
  a.　菌が感染しないと起こらない
　b.　菌の外毒素による
　c.　食品を加熱処理しても起こる
  d.　潜伏期が長い（数日）
  e.　発熱しない
 
７．化膿レンサ球菌の溶血性についてかかわっている毒はどれか
  a.　エンテロトキシン
　b.　カタラーゼ
　c.　ストレプトリジン
  d.　ロイコシジン
  e　.毒素性ショック症候群毒素
　
８．化膿レンサ球菌による咽頭炎などの急性感染症に羅患し数週間後に起こる疾患を２つ
  a.　急性リチウム熱
　b.　急性糸球体腎炎
　c.　食中毒
  d.　毒素性ショック症候群
  e.　リッター病
 
９．ウイルスと疾患との組み合わせで間違っているもの
  a.　Entero V71　―　手足口病
　b.　Measles V　―　麻疹
　c.　EBV　―　伝染性単核症
  d.　adenovirus　―　急性出血性結膜症
  e.　Rabies V　―　狂犬病
 
１０．       つつが虫病の治療薬
  a.　バンコマイシン
　b.　テトラサイクリン
　c.　ストレプトマイシン
  d.　第３世代セフェム
  e.　ゲンタマイシン
 
１１．       エンベロープを持つＲＮＡウイルス
  a.　ポリオウイルス
　b.　HAV
　c.　Rota v.
  d.　インフルエンザウイルス
  e.　Noro v.
 
１２．       ＣＭＶについて正しいものを３コ
  a.　人の細胞のみに感染するDNAウイルスであり、感染細胞に封入対を形成する
　b.　妊婦に感染すると胎内感染を起こし、一部の胎児に奇形を生じる。
　c.　感染は１０歳以下に限定
  d.　AIDSでは潜伏感染していたvirusが、しばしば活性化される。
  e.　Paul-Bunell テストにより、異好抗体が感染者の血清中に検出される。
 
（玉内）

1.次の語を相互の違いがわかるように説明せよ。

（1）滅菌

（2）消毒

2.次の物品を滅菌する場合の現在最も一般的な方法を記せ。

（1）ピペット

（2）普通寒天培地

（3）白金耳

（4）血清

（5）プラスチックシャーレ

（松下）

1.グラム陽性菌とグラム陰性菌について、構造の違いを、イラストを書いて3行程度で説明しなさい。また、グラム染色性の違いを3行程度で説明しなさい。

2.病院におけるグラム染色の必要意義を2行程度で説明しなさい。

（笹原）

以下の問いで関連のあるものをそれぞれ記号で選びなさい。

1. Helicobacter pylori             a.グラム陽性桿菌          A.ジフテリア

2. Corynebacterium diphtheriae　 b.グラム陰性桿菌          B.肺炎

3. Mycobacterium tuberculosis　　c.Ziehl-Neelsen染色菌　　 C.胃潰瘍

4. Clostridium tetani　　　　　　 d.グラム陰性らせん菌      D.強直性けいれん

5. Neisseria gonorrhoeae　　　　 e.芽胞形成グラム陰性菌　　E.尿道炎

（久保田）

1.垂直感染について以下の問いに答えなさい。

（1）HIVの垂直感染の経路について3行程度で説明しなさい。

（2）HTLV-1の垂直感染の予防法を3行程度で説明しなさい。

（3）HBVの垂直感染の予防法を3行程度で説明しなさい。

2.HIVの増殖の特徴について説明しなさい。

